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創
立
70
周
年
を
記
念
し
て
、
従
来
の
教
育
目
標 

で
あ
った

「明
朗
親
和
・
学
力
充
実
・
責
任
遂
行
・
勤
労
愛
好
」
の

精
神
を
踏
ま
え
つ
つ
、
新
し
い
時
代
の
要
請
に
応
え
る
教
育

理
念
と
し
て
、
平
成
７
年
11
月
10
日
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
100
周
年
を
迎
え
ま
す
。

和

…

明

る

く

和

や

か

に

学

…

真

剣

に

学

び

行

…

責

任

を

持

っ
て

行

動

す

る

校訓

垂高フリマガ／ TaruTama
本誌「TaruTama（たるたま）」は、垂水
市と垂水高校がコラボレーションしたフ
リーマガジン（フリマガ）です。垂水市
が策定した「垂水高校振興支援計画」の

「広報・PR 活動」として計画されたもの
で、その名も「垂高フリーマガジン作っ
ちゃいますプロジェクト」。垂水高校全
生徒からプロジェクト参加者を募り、
製作委員となった生徒 15 名が夏休み返
上で製作に当たり「垂水高校愛」とい
う魂を込めて創刊号を発行しました（平
成 24 年 10 月 1 日）。これを機会に、多
くの皆様（特に、中学生の皆様）に垂水
高校を知っていただき、少しでも興味を
もっていただければ幸いです。

※バックナンバーは、垂水高校公式ブログから
　ご覧いただけます。　

TaruTama

（ P5 の大正 14 年 2 月からご覧ください。）
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令和６年１月 29 日

令和７年４月 23 日

令和５年 11 月９日

令和５年 12 月
令和２年 11 月

令和５年８月 19 日令和元年９月

2024 年
（令和 6 年）

2025 年
（令和 7 年）

2023 年
（令和 5 年）

2025 年
（令和 7 年）

2023 年
（令和 5 年）

2024 年
（令和 6 年）

2019 年
（令和元年）

2024 年
（令和 6 年）

鹿児島県主催「かごしま

を元気にする学生政策ア

イデアコンテスト」大賞

を受賞　普通科３年生県

知事にアイデアを発表

内閣府「地方創生☆政策

アイデアコンテスト2023」

九州経済産業局長賞受賞

九州代表として全国大会

で発表（12 月）普通科

３年生

法務省主唱「社会を明る

くする運動」法務大臣感

謝状受領

内閣府「地方創生☆政策

アイデアコンテスト2020」

九州経済産業局長賞受賞

普通科２年生

特別国民体育大会「燃ゆ

る感動かごしま国体」

公開競技　綱引大会

少年女子

鹿児島県Ｂ：準優勝

鹿児島県Ａ：第３位

少年男子

鹿児島県　：第３位

同窓会からの寄贈により

空調工事

完了

●

●

●

●

●

●

●

●

垂水高校 100 年の軌跡をたどる !!
（令和元年～令和７年／創立 93 年～ 100 年）

P5 の大正 14 年 2 月からご覧ください。

令和７年４月 15 日

令和６年 11 月 13 日

令和６年 10 月令和６年３月
文部科学省「令和７年度

子どもの読書活動優良実

践校」文部科学大臣表彰

文部科学省「高等学校 DX

加速化事業（DX ハイス

クール）採択校に指定

「令和６年度鹿児島県子ど

もの読書活動推進優良校」

表彰

公式マスコットキャラク

ター「たるるん」誕生

全国家庭クラブ連盟「全

国高校生冷凍めん料理コ

ンクール」「垂水発鶏麺」

最優秀賞　受賞

制作者
2024 年度卒業生
園田　百香

2020 年
（令和 2 年）

・

 「現在 !!」
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2017 年
（平成 29 年）

2012 年
（平成 24 年）

1948 年
（昭和 23 年）

●

●

●

●

●

●

●

●

垂 水 高 校 1 0 0 年 の
⇒　平成 30 年（創立 92 年）

⇒　昭和 39 年（創立 39 年）

平成 29 年７月～８月

昭和 33 年

平成 24 年 10 月

昭和 30 年９月 23 日

平成 24 年３月

昭和 26 年 10 月

昭和 36 年５月

平成 17 年 10 月 28 日

昭和 23 年 10 月

令和 24 年 11 月 24 日

昭和 31 年４月

平成 23 年 12 月

昭和 24 年３月

平成７年 11 月 10 日

昭和 23 年４月

全九州ビーチバレーボー

ルジュニア選手権大会出

場（７月）

ビーチバレージャパン女

子ジュニア選手権大会出

場／全国大会（８月）

在校生による人文字

垂水市の支援により

「TaruTama」創刊号発行

創立 30 周年記念式典

挙行   校歌制定

全国弓道選手権大会出場

全国珠算競技大会出場

庭球部県大会優勝

校章並びに胸章制定

創立 80周年記念式典挙行

創立 90周年記念式典挙行

鹿児島県立垂水高等学校

へ改称

県高校弓道選手権大会

優勝（男子弓道部）

垂水高等学校第１回

卒業式

創立70周年記念式典挙行

校訓「和・学・行」制定

亡師亡友の碑「追憶」

校訓碑　設置

県立移管と同時に

高等学校に移行

全日制(普通科 )　242名

定時制

（普通科・農業科・家庭別科）

　　　　　　　　272 名

併設中          105 名

　　　　　　  計 619 名

1995 年
（平成 7 年）

1955 年
（昭和 30 年）

2011 年
（平成 23 年）

1949 年
（昭和 24 年）

1958 年
（昭和 33 年）

2005 年
（平成 17 年）

1956 年
（昭和 31 年）

2012 年
（平成 24 年）

1951 年
（昭和 26 年）

1961 年
（昭和 36 年）

・

・

・

・ ・

軌 跡 を た ど る ! !
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平成３年４月

昭和 20 年６月

昭和 51 年３月

昭和 18 年６月

昭和 60 年 11 月９日

昭和 47 年 11 月 14 日

昭和６月５月 28 日

平成４年３月

昭和 46 年４月

大正 14 年４月

昭和 47 年 10 月

昭和５年 12 月

昭和 40 年 11 月

大正 14 年２月

1991 年
（平成 3 年）

1976 年
（昭和 51 年）

1965 年
（昭和 40 年）

1930 年
（昭和 5 年）

1992 年
（平成 4 年）

1985 年
（昭和 60 年）

1971 年
（昭和 46 年）

1931 年
（昭和 6 年）

・・・

・

1972 年
（昭和 47 年）

1943 年
（昭和 18 年）

1945 年
（昭和 20 年）

1925 年
（大正 14 年）

生活デザイン科設置

家政科募集停止

本館は海軍病院に指定さ

れたので、しばらく学校

は旧専売所に移転。

８月５日に戦災に遭い、

一切を焼失した。

しかし、本館校舎は戦災

をまぬがれ終戦とともに

復帰した。

25ｍプール及び附属建物

完工

鹿児島県垂水高等女学校

と改称

４か年生定員 200 名

２か年生定員 100 名

　　　　　計 300 名

創立 60周年記念式典挙行記

念事業として、体育館緞帳、

暗幕、放送設備一式購入
創立 50周年記念式典挙行

本館落成式挙行

この日を

『創立記念日』とする

本館正面外壁に校章設置

普通科１学級増により

普通科 12 学級

家政科  3 学級

計 15 学級 （生徒数最大）

小学校講堂西袖１教室

を女学校教室に当て、

１学年 50 名を募集

☆ 31 名入学

第 27 回国民体育大会ウ

エイトリフティング会場

天皇・皇后両陛下御来臨

本館２階建て

垂水市中央町 14 番地

に新築起工

創立 40 周年並びに

校舎落成記念式典挙行校

旗制定

鹿児島県肝属郡

垂水尋常高等小学校

併設実科高等女学校

として

　（文部大臣認可）

定員 100 名

修行年数 ２か年

●

●

●

●

●

●

●

●

垂 水 高 校 1 0 0 年 の
下段：昭和 40 年（創立 40 年）⇒

上段：大正 14 年（創立元年）　 ⇒
ここが 始まり !!
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100 周年の節目に立ち会え、
　卒業生として誇らしいです !!

祝 100 周年！
 　また皆であつまりましょう！

100 周年おめでとう。
かけがえのない３年間でした !!

垂水高校 100 周年　おめでとうございます。

祝 100 周年！ 輝かしい未来へ、
　　　　　羽ばたけ後輩たち！

益々のご活躍と発展をお祈りしています。

学び舎での思い出は、
　　　　　　今も私の宝です。

世代を超えてつながる母校。
　　　　　   　100 周年万歳！

17 ～ 18

24 ～ 29

31 ～ 32

34 ～ 39

19 ～ 23

30

33

40 ～ 50
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私達は、垂高が大好きです！

在学中の皆さん、　夢を持って
　  頑張ってくださいね !!

100 周年、たくさんの
思い出をありがとう !!

100 周年おめでとうございます！ 垂高の
ますますのご発展をお祈り致します。

垂校の発展と皆様の
　　　　ご健勝を祈ります !!

青春を過ごした学び舎へ！
　　　　　　　ありがとう !!

100 年の歴史に感謝
　　母校の発展を願っています。

１ ～ ２

５ ６ ～ ８

10

９

11 ～ 16

　　　　創立 100 周年を記念して、同窓生 100 人以上を写真に収める企画の

　　　　第一弾です。100 周年を迎えた垂水高校へのメッセージも頂きました。

写真撮影へのご協力と心暖まるメッセージを寄稿して下さった先輩方ありがとう

ございました。100 周年が思い出の年になるように、一緒に頑張りましょう。

これからも私たちと垂水高校をよろしくお願いします‼

第二弾（最終弾）も乞うご期待 !!

　

100
周
年
を
記
念
し
て　

　

１
０
０
人
の
先
輩
を

　

撮
影
し
よ
う
！

100

第
一
弾

３ ～ ４
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早
速
で
す
が
、
生
徒
会
の
方
か
ら
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
に
、
聞
き
た
い
こ
と
を
質
問
し

て
く
だ
さ
い
。

中
村　

垂
水
高
校
や
垂
水
高
校
生
の
印
象

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

会
長　

私
も
垂
高
の
卒
業
生
で
、
皆
さ
ん

の
先
輩
な
ん
で
す
け
ど
、
良
い
所
も
悪
い

所
も
あ
ま
り
変
わ
っ
て
な
い
な
っ
て
い
う

の
が
印
象
で
す
。
懐
か
し
い
っ
て
い
う
の

が
ま
ず
一
つ
あ
り
ま
す
ね
。
教
室
も
そ
ん

な
に
変
わ
っ
て
な
い
し
、
化
学
室
と
か
、

水
道
と
か
も
全
然
変
わ
っ
て
い
な
く
て
、

一
部
分
綺
麗
に
は
な
っ
て
い
る
ん
で
す
け

ど
、
懐
か
し
い
な
っ
て
い
う
印
象
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
、
生
徒
た
ち
の
印
象
は
す
ご

く
可
愛
い
。
可
愛
い
な
っ
て
思
い
ま
す
。

「
垂
高
の
生
徒
っ
て
素
直
だ
よ
ね
」
っ
て
。

子
ど
も
ら
し
い
子
ど
も
た
ち
が
多
い
ね
っ

て
い
う
の
を
よ
く
聞
き
ま
す
。
あ
と
挨
拶

も
よ
く
し
て
く
れ
る
っ
て
い
う
風
に
聞
き

ま
す
。
私
も
そ
う
思
う
し
、
他
の
保
護
者

の
方
か
ら
も
、
町
で
す
れ
違
っ
た
り
す
る

時
も
ち
ゃ
ん
と
挨
拶
し
て
く
れ
ま
す
よ
っ

て
聞
き
ま
す
。
小
学
校
の
子
供
た
ち
に「
お

ＰＴＡ会長

前田   　愛
令和６年度

生徒会執行部

う
の
っ
て
何
か
い
い
な
と
思
っ
て
て
、
そ

れ
が
ず
っ
と
記
憶
や
写
真
に
残
っ
て
る
ん

で
す
よ
ね
、
未
だ
に
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
に

も
載
っ
て
て
。
自
分
が
ど
こ
に
居
る
か
す

ぐ
わ
か
る
ん
で
す
。
我
が
子
の
隣
に
行
っ

て
、
当
日
参
加
で
き
た
保
護
者
だ
け
な
ん

で
す
け
ど
、
事
前
に
声
を
掛
け
て
お
い
て
、

こ
の
日
に
こ
う
い
う
風
に
撮
影
し
ま
す
み

た
い
な
感
じ
で
。
そ
う
い
う
の
も
記
念
に

は
な
る
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
や
っ
ぱ

り
ず
っ
と
残
る
も
の
っ
て
い
う
の
が
一
番

い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
す
ご
く

子
供
た
ち
も
楽
し
そ
う
だ
っ
た
の
で
、
そ

ん
な
も
の
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て

て
、
人
数
が
限
ら
れ
て
る
の
で
、
カ
ー
ド

を
持
っ
た
り
で
も
い
い
と
思
い
ま
す
。
紙

を
持
っ
て
「

100
」
っ
て
い
う
数
字
だ
け
で

も
子
供
た
ち
が
作
る
と
か
。
そ
ん
な
の

も
楽
し
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
護

者
も
参
加
で
き
る
し
、
み
ん
な
が
一
つ
に

な
っ
て
い
い
思
い
出
作
り
に
な
る
と
思
う

生徒会長
垂水中央中出身

中村　心春

リアル対談ほぼノーカット版

副会長
垂水中央中出身

宮原　由依菜

★
垂
水
高
校
の
印
象
は
？

★
100
周
年
で
や
っ
て
み
た
い
こ
と
は
？

令
和
７
年
６
月
20
日
に
、

垂
水
高
校
校
長
室
に
て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
に
、
令
和
６
年
度
生
徒
会
執
行
部

が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
に

　

聴
き
ま
し
た
!!

は
よ
う
」
と
か
、
挨
拶
し
て
い
る
の
を
何

度
か
見
か
け
た
こ
と
が
あ
っ
て
、
そ
う
い

う
の
も
大
事
だ
な
っ
て
思
い
ま
す
。
す
ご

く
い
い
子
た
ち
だ
な
と
思
い
ま
す
。
私
に

と
っ
て
は
、
み
ん
な
、
可
愛
い
後
輩
で
す
。

宮
原　

創
立

100
周
年
を
機
に
生
徒
た
ち
と

一
緒
に
何
か
や
っ
て
み
た
い
活
動
と
か
っ

て
あ
り
ま
す
か
？

会
長　

こ
れ
は
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
保
護
者
、
ど
ち

ら
の
立
場
で
お
答
え
す
れ
ば
い
い
で
し
ょ

う
か
。

生
徒
会　

保
護
者
の
立
場
で
お
願
い
し
ま

す
。

会
長　

私
は
垂
小
、
垂
中
、
垂
高
出
身
な

ん
で
す
け
ど
、
垂
小
の
時
も
創
立
記
念
の

年
が
ち
ょ
う
ど
重
な
っ
て
、
人
文
字
を

作
っ
た
ん
で
す
。
校
庭
に
。
垂
小
の
学
章

を
保
護
者
と
先
生
と
生
徒
た
ち
、
み
ん
な

で
並
ん
で
作
っ
た
ん
で
す
け
ど
。
そ
う
い

04
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の
で
、
と
て
も
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
っ
て

思
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
に
も
た
く

さ
ん
参
加
し
て
ほ
し
い
で
す
。

宮
原　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
と
し
て
特
に
大
切
に
し

た
い
こ
と
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

会
長　

一
つ
目
は
、
今
ま
で
、
子
供
が
小
学

校
、
中
学
校
、
高
校
の
時
に
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
係

を
色
々
と
し
て
き
た
ん
で
す
け
ど
、
活
動
す

る
中
で
も
絶
対
と
い
う
か
、
自
分
の
中
で
思
っ

て
る
こ
と
っ
て
い
う
の
が
、「
絶
対
に
子
供
中

心
に
考
え
る
。」「
子
供
の
立
場
に
な
っ
て
考

え
る
。」「
子
供
た
ち
は
、
こ
れ
し
て
も
ら
っ

た
ら
嬉
し
い
か
な
と
か
っ
て
い
う
の
を
ま
ず

考
え
る
。」
二
つ
目
は
、
大
人
の
意
見
で
言
え

ば
、「
子
供
た
ち
が
安
心
し
て
通
え
る
学
校
作

り
。」「
子
供
た
ち
に
と
っ
て
よ
り
良
い
教
育

環
境
作
り
。」
三
つ
目
は
、
保
護
者
の
方
々
に

も
少
し
で
も
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

垂
水
高
校
も
生
徒
数
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い
て
も
、
世
間
や
ニ
ュ
ー

ス
で
も
色
々
と
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
時
、
そ
の
時
代
に
合
わ
せ
た
Ｐ
Ｔ
Ａ
の

在
り
方
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
大
事
か
な
と

思
い
ま
す
。
皆
で
、
一
緒
に
と
り
く
め
る
こ

と
が
あ
れ
ば
い
い
の
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
じ
ゃ
な
い
で
す
け
ど
、

そ
う
い
う
の
が
大
事
な
の
か
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
四
つ
目
は
、100
周
年
の
年
に
な
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
を
中
心
に
何
か
一
緒
に
で
き
た

ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
ね
。
五
つ
目
は
、

家
庭
と
学
校
と
、
地
域
の
人
た
ち
と
の
連
携
、

垂
水
に
一
校
し
か
な
い
高
校
な
の
で
、
み
ん

な
で
連
携
し
て
情
報
も
共
有
で
き
て
い
る
学

校
作
り
っ
て
い
う
の
が
、
理
想
か
な
っ
て
思

い
ま
す
。

新
村　

私
た
ち
生
徒
に
期
待
す
る
こ
と
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

会
長　

十
分
す
ぎ
る
ん
で
す
け
ど
、
今
の
子

供
た
ち
っ
て
本
当
に
頑
張
っ
て
る
と
思
う
ん

で
す
よ
。
色
々
な
賞
を
も
ら
っ
た
り
も
し
て

い
る
し
。
そ
う
で
す
ね
。
期
待
し
て
い
る
こ

と
っ
て
い
う
の
は
次
の
世
代
。
中
学
校
、
小

学
校
の
子
供
た
ち
に
、
垂
高
の
良
い
所
や
魅

力
を
も
っ
と
伝
え
て
ほ
し
い
で
す
。
口
頭
だ

け
で
な
く
て
、
例
え
ば
今
み
た
い
に
賞
を
取
っ

て
の
ア
ピ
ー
ル
も
す
ご
く
良
い
と
思
い
ま
す
。

私
も
垂
高
の
良
い
所
を
周
囲
の
人
た
ち
に
伝

え
て
い
ま
す
。
母
校
な
の
で
、
す
ご
く
大
切

に
し
た
い
学
校
の
一
つ
な
の
で
、
さ
っ
き
の

挨
拶
み
た
い
に
、
小
中
学
生
の
良
い
お
手
本

に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
い
う
こ
と
の

積
み
重
ね
が
、
垂
高
の
良
い
印
象
に
繋
が
る

と
思
う
の
で
、
後
輩
た
ち
を
大
事
に
し
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
会
長
の
方
か
ら
、
生
徒
会
の

生
徒
た
ち
に
質
問
を
お
願
い
し
ま
す
。

会
長　

生
徒
会
執
行
部
っ
て
、
活
動
し
て
い

て
楽
し
い
で
す
か
？

生
徒
会　

楽
し
い
で
す
。

会
長　

良
か
っ
た
。
そ
れ
で
は
、
質
問
を
し

ま
す
。
生
徒
会
執
行
部
に
な
っ
て
、
心
境
の

変
化
と
か
あ
り
ま
し
た
か
。
一
人
ず
つ
教
え

　

て
く
だ
さ
い
。

中
村　

学
校
の
生
徒
の
中
で
リ
ー
ダ
ー
っ
て

い
う
役
に
付
い
た
の
で
、
以
前
よ
り
周
り

を
見
る
よ
う
に
な
っ
て
、
今
ま
で
は
、
気
付

か
な
か
っ
た
こ
と
も
結
構
見
え
て
き
た
の
か

な
っ
て
思
い
ま
す
。

宮
原　

特
に
心
境
の
変
化
と
い
う
も
の
は
な

い
で
す
が
、
責
任
感
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た

な
と
思
い
ま
す
。

新
村　

人
前
で
話
も
で
き
る
よ
う
に
も
な
っ

た
の
で
、
成
長
で
き
た
と
思
い
ま
す
。

山
田　

実
際
に
生
徒
会
の
仕
事
を
す
る
こ
と

で
、
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

会
長　

素
晴
ら
し
い
回
答
で
す
ね
！

会
長　

ど
う
す
れ
ば
、
生
徒
数
が
増
え
る
と

思
い
ま
す
か
。

山
田　

新
た
な
魅
力
を
作
る
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
。

ＰＴＡ会長

前田　　愛

副会長
花岡中出身

新村　京一郎

書記・会計
垂水中央中出身

山田　地悠

★
生
徒
た
ち
に
期
待
す
る
こ
と
は
？

★
生
徒
会
活
動
は
楽
し
い
で
す
か
？

★
ど
う
す
れ
ば
、
生
徒
数
が
増
え
る
？

★
会
長
と
し
て
大
切
に
し
た
い
こ
と
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会
長　

そ
う
だ
よ
ね
。
魅
力
を
つ
く
る
っ
て

大
事
だ
よ
ね
。
垂
高
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
、

こ
れ
垂
高
に
し
か
な
い
よ
ね
っ
て
い
う
何
か

が
あ
れ
ば
、
す
ご
く
い
い
魅
力
に
つ
な
が
る
っ

て
私
も
思
い
ま
す
。
多
分
み
ん
な
も
色
々
と

考
え
て
い
る
ん
だ
け
ど
、
そ
れ
が
な
か
な
か

実
現
し
な
く
て
大
変
な
思
い
を
し
て
い
る
と

思
う
ん
だ
け
ど
、
他
に
、
何
か
な
い
で
す
か
。

垂
高
で
し
か
で
き
な
い
、
独
特
の
何
か
だ
と

思
う
ん
だ
け
ど
。「
垂
高
に
行
っ
て
ん
だ
。
あ

れ
が
あ
る
よ
ね
、
い
い
よ
ね
」
と
か
、
そ
う

い
う
も
の
が
あ
れ
ば
、
多
分
来
る
人
も
増
え

る
だ
ろ
う
と
思
う
ん
だ
け
ど
。

新
村　

体
育
祭
が
、
半
日
。

山
田　

100
周
年
と
い
う
節
目
の
年
を
迎
え
る

の
で
、
校
則
と
か
色
々
と
変
え
て
い
っ
た
ら

い
い
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
生
徒
数

も
少
し
増
え
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
バ
イ
ク
の
免
許
が
と
れ
る
よ
う
に

な
る
と
か
は
、
良
い
と
思
い
ま
す
。

会
長　

確
か
に
ね
ー
。
た
だ
、
ち
ょ
っ
と
弱

い
な
。
じ
ゃ
あ
、
聞
き
方
を
変
え
て
、
学
校

に
何
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
？
こ
こ
に
こ
れ
が

付
い
て
た
ら
、
こ
ん
な
部
屋
が
あ
っ
た
ら
と

か
、
こ
ん
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
っ
た
ら
と
か
。

な
い
で
す
か
。

中
村　

制
服
と
か
で
す
か
ね
。

会
長　

制
服
、
大
事
だ
よ
ね
。
ま
ず
そ
こ
だ

よ
ね
、
女
の
子
っ
て
ね
。

※
制
服
に
つ
い
て
は
、
ｐ
19
を
参
照
し
て
く

　

だ
さ
い
。

中
村　

垂
水
高
校
が
、
も
っ
と
良
く
な
る
た

め
に
は
、
ど
う
い
う
こ
と
を
し
た
ら
い
い
と

思
い
ま
す
か
。

会
長　

評
価
委
員
会
で
も
何
度
か
言
っ
た
ん

で
す
け
ど
、
学
校
説
明
会
も
あ
る
ん
で
す
け

ど
、
保
護
者
の
方
々
の
理
解
に
、
今
一
つ
繋

が
っ
て
い
な
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
も
っ

と
中
身
を
伝
え
て
ほ
し
い
な
と
思
っ
て
て
。

た
だ
普
通
科
と
デ
ザ
イ
ン
科
が
あ
り
ま
す
だ

け
じ
ゃ
な
く
て
。
も
っ
と
や
っ
て
る
中
身
を

伝
え
て
ほ
し
い
。
あ
と
、
知
り
合
い
の
お
母

さ
ん
た
ち
が
言
う
に
は
、
生
の
声
、
学
校
で

実
際
に
学
ん
で
い
る
子
ど
も
た
ち
の
声
が
一

番
分
か
り
や
す
く
て
、
娘
に
質
問
し
た
時
に
、

「
あ
、
良
か
っ
た
聞
い
て
」
と
言
っ
て
い
ま
し

た
。
本
人
た
ち
が
答
え
る
の
が
一
番
い
い
の

か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
々
も

先
生
た
ち
に
は
聞
き
づ
ら
い
っ
て
い
う
の
も

あ
る
と
思
う
ん
で
す
よ
ね
。

　

人
数
を
増
や
す
に
は
、
お
母
さ
ん
た
ち
の

心
を
掴
め
ば
い
い
の
か
な
っ
て
思
っ
て
い
ま

す
。
息
子
は
、
他
校
に
通
っ
て
い
る
ん
で
す

け
ど
、
垂
高
は
、
金
銭
面
で
も
で
す
け
ど
、

朝
も
ゆ
っ
く
り
だ
し
、
本
当
に
助
か
っ
て
い

る
の
で
、
垂
高
あ
り
が
た
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
度

100
周
年
で
色
々
と
す
る
と
い
う

こ
と
な
の
で
、
す
ご
く
い
い
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ

ン
ト
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。
お
菓
子
を
作
っ

た
り
と
か
す
る
と
聞
い
て
い
ま
す
が
、

100
周

年
行
事
の
こ
と
を
も
っ
と
広
め
た
い
で
す
ね
。

※
お
菓
子
作
り
に
つ
い
て
は
、
ｐ
20
～
23
を

　

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

司
会　

広
ま
っ
て
い
な
い
で
す
か
。

会
長　

広
ま
っ
て
な
い
で
す
ね
。
本
当
に
、

100
周
年
何
か
す
る
の
？
っ
て
、
林
先
生
は
知
っ

て
る
ん
で
す
よ
、
み
ん
な
。
あ
ん
な
に
出
て

る
の
で
、
宣
伝
効
果
が
あ
る
の
で
。
だ
け
ど

後
は
何
も
知
ら
な
い
ん
で
す
よ
ね
。
あ
ん
ま

り
話
が
出
て
な
い
の
で
。
も
っ
と
中
身
が
見

え
る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
子
供
た
ち
に
も
。
そ
し
て
、
皆
で
、

素
晴
ら
し
い

100
周
年
の
年
度
に
で
き
た
ら
な

と
思
い
ま
す
。
同
窓
会
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
生
徒
、

学
校
、
皆
で
、
素
晴
ら
し
い

100
周
年
に
し
た

い
で
す
ね
！

★
垂
高
に
何
が
あ
っ
た
ら
嬉
し
い
？

★
制
服
は
関
心
が
高
い
と
思
い
ま
す
。

★
垂
高
が
更
に
良
く
な
る
た
め
に
は
？
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創立記念日講演会が開催されました！

創立 100 周年記念 ～ 俳句を通して垂水を語る ～

　

５
月
28
日
、
垂
水
市
文
化
会
館
に
て
垂
水
高
校
創
立
記

念
日
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
本
講
演
会
は
、
俳
句

を
通
し
て
垂
水
を
語
る
と
い
う
「
垂
水
と
俳
句
」
を
テ
ー

マ
に
、
垂
水
の
生
活
、
自
然
、
歴
史
を
俳
句
で
紐
解
く
三

部
構
成
で
会
が
進
行
さ
れ
ま
し
た
。垂
水
高
校
生
の
ほ
か
、

火
の
島
俳
句
会
や
た
る
み
ず
俳
句
講
座
の
方
々
の
俳
句
も

披
露
さ
れ
、
地
元
へ
の
深
い
知
見
と
愛
情
あ
ふ
れ
る
19
の

作
品
を
通
し
て
、
垂
水
の
魅
力
を
再
認
識
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
で
感
慨
深
い
創
立
記
念
日
講

演
会
と
な
り
ま
し
た
。

コーディネーター
第 37 代校長

鎌田　政司

講師
第 27 代校長

丸山　　眞

講師
元ＰＴＡ会長

瀬角　龍平
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え
て
く
る
よ
う
な
そ
ん
な
一
句
に
し
て
み
ま

し
た
。
俳
句
は
、
小
さ
な
言
葉
に
故
郷
へ
の

思
い
を
込
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。
卒

業
し
て
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
た
同
級
生
も

ふ
と
し
た
時
に
、
一
瞬
、
一
句
を
読
む
こ
と

で
、
垂
水
や
母
校
を
思
い
出
す
の
で
は
な
い

か
と
い
う
風
に
思
い
ま
す
。
一
〇
〇
周
年
と

い
う
歴
史
の
中
に
は
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の

汗
と
涙
、
出
会
い
と
別
れ
、
そ
し
て
、
努
力

と
夢
が
積
み
重
な
っ
て
い
ま
す
。
今
こ
こ
に

あ
る
母
校
の
姿
は
、
地
域
の
皆
様
方
や
、
そ

し
て
先
輩
方
の
熱
意
に
よ
っ
て
築
か
れ
た
も

の
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
思
い
を
私
た
ち
も
受

け
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
垂
水
高
校
が
、
垂
水
市
と
い
う
豊
か
な

土
地
に
根
を
張
り
、
次
の
一
〇
〇
年
に
向
か
っ

て
輝
き
続
け
る
こ
と
を
心
よ
り
願
い
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

【
丸
山　

眞
】

　

垂
水
に
着
任
が
決
ま
っ
た
と
き
に
第
一
に

頭
に
浮
か
ん
だ
の
は
、
こ
の
志
貴
皇
子
の
歌

で
し
た
。
勢
い
が
あ
っ
て
水
に
ち
な
ん
で
い

る
町
、
そ
し
て
何
か
新
し
い
も
の
が
生
ま
れ

そ
う
な
感
じ
が
し
た
の
を
覚
え
て
い
ま
す
。

俳
句
紹
介

（
句
評
を
含
む
）

同
窓
会
長
挨
拶
の
俳
句

【
堀
内 

貴
志
】

　

私
た
ち
の
母
校
は
、
垂
水
の
自
然
と
共
に

歩
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
目
を
閉
じ
れ
ば
桜

島
を
望
む
校
舎
の
風
景
。
海
か
ら
吹
き
込
む

潮
風
。
遠
く
に
聞
こ
え
る
漁
船
の
音
。
そ
の

一
つ
一
つ
が
心
の
中
に
今
で
も
蘇
っ
て
く
る

よ
う
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
こ
の
度
の
講
演

の
テ
ー
マ
で
あ
り
ま
す
「
垂
水
と
俳
句
」
は

ま
さ
に
、
大
切
に
し
て
き
た
も
の
が
重
な
る

よ
う
な
、
そ
ん
な
気
が
い
た
し
ま
す
。
俳
句

と
は
自
然
や
日
常
の
一
瞬
を
捉
え
て
十
七
音

に
閉
じ
込
め
る
芸
術
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
根

底
に
は
土
地
を
愛
し
、
季
節
を
感
じ
、
人
の

営
み
に
目
を
向
け
る
温
か
い
眼
差
し
が
あ
り

ま
す
。
例
え
ば
こ
ん
な
句
を
詠
ん
で
み
ま
し

た
。「
海
光
や
垂
水
港
に
ぶ
り
踊
る
」、
こ
れ

カ
ン
パ
チ
で
も
良
か
っ
た
ん
で
す
が
、
あ
え

て
ぶ
り
に
し
て
み
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
垂
水
の

港
に
あ
が
る
ぶ
り
の
養

殖
と
海
に
反
射
す
る
光

の
き
ら
め
き
を
詠
ん
だ

一
句
で
あ
り
ま
す
。
こ

の
地
で
暮
ら
す
人
々
の

息
遣
い
ま
で
も
が
聞
こ

海
光
や
垂
水
港
に
ぶ
り
踊
る

　
　
　
　
　
　

   
堀
内 

貴
志

火
の
島
を
廻
る
赴
任
や
遠
霞

　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

丸
山 

眞

石
ば
し
る
垂
水
の
上
の
さ
わ
ら
び
の

  

萌
え
出
づ
る
春
に
な
り
に
け
る
か
も

　
　
　
　
　
　

   

志
貴 
皇
子

着
任
し
た
こ
ろ
作
っ
た
俳
句
に
、「
火
の
島
を

廻
る
赴
任
や
遠
霞
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

春
な
の
で
霞
が
か
か
り
ま
す
け
ど
、「
遠
霞
」

と
い
う
季
語
の
な
か
に
は
、
何
か
私
の
不
安

と
か
期
待
が
込
め
ら
れ

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

桜
島
を
廻
っ
て
赴
任
し

ま
し
た
。
も
と
も
と
鹿

児
島
市
の
生
ま
れ
で
、

国
分
か
ら
き
ま
し
た
の

で
、
ま
さ
に
火
の
島
を

廻
る
赴
任
で
し
た
。

垂
水
に
来
て
し
ば
ら
く
経
ち
ま
す
と
、
垂
水

が
非
常
に
霧
と
か
霞
と
か
水
に
ゆ
か
り
の
あ

る
所
で
、
し
か
も
そ
の
水
が
全
国
ど
こ
に
出

し
て
も
い
い
、
素
晴
ら
し
い
水
の
町
で
あ
る

こ
と
に
気
が
付
い
て
垂
水
の
水
は
美
味
い
な

と
そ
の
美
味
さ
の
中
に
は
、
水
以
外
の
も
の

も
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
込
め
た
つ
も
り
で
し
た
。

【
瀬
角 
龍
平
】

　

市
役
所
を
退
職
し
て
も
う
十
年
に
な
り
ま

す
か
ら
、
ち
ょ
う
ど
七
十
歳
で
す
。
市
役
所

で
は
な
か
な
か
俳
句
は
作
れ
な
か
っ
た
の
で

す
け
れ
ど
も
・
・
・
。

こ
の
「
浜
防
風
浜
は
円
弧
を
描
き
け
り
」
と

い
う
の
は
海
潟
の
様
子

で
す
。
昔
、
海
潟
の
浜

は
長
か
っ
た
の
で
す
。

本
当
に
円
弧
を
描
い
て
、

人
を
呼
び
込
む
よ
う
な

・
・
・
。「
懐
か
し
い
、

あ
あ
、
こ
う
い
う
浜
だ

っ
た
の
だ
よ
な
。」
と

い
う
思
い
を
し
な
が
ら

作
っ
た
俳
句
で
し
た
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　

ふ
る
さ
と
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
の
選
に
あ

た
っ
て
い
る
の
は
、
私
で
す
。
俳
句
に
つ
い

て
の
取
組
を
垂
水
の
教
育
委
員
会
が
行
っ
て

い
る
と
い
う
の
が
す
ご
い
こ
と
だ
な
と
僕
は

思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
ふ
る
さ
と
俳
句
の
去

年
の
俳
句
で
特
選
に
選
ば
せ
て
も
ら
っ
た
一

つ
で
す
。
前
田
結
さ
ん
の
「
来
年
は
思
い
出

に
な
る
こ
の
花
火
」。
垂
水
は
、
夏
の
フ
ェ
ス

タ
と
い
う
の
が
あ
る
の
で
す
。
つ
い
つ
い
私

た
ち
は
、
夜
空
に
大
輪
の
花
火
が
開
く
と
か
、

そ
し
て
、
そ
う
い
う
場
合
は
、
必
ず
浴
衣
を

着
て
、そ
れ
で
手
に
は
団
扇
（
う
ち
わ
）
を
持
っ

て
と
か
い
う
よ
う
な
テ
ー
マ
に
し
ま
す
け
れ

ど
も
、
こ
れ
は
、
確
か
に
綺
麗
な
花
火
を
見

な
が
ら
感
動
し
な
が
ら
、
ふ
っ
と
こ
う
「
待

て
よ
。
そ
う
い
え
ば
、
こ
の
綺
麗
な
花
火
も
、

来
年
は
も
う
思
い
出
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。」
と

い
う
そ
う
一
歩
進
ん
だ
と
こ
ろ
が
こ
の
句
の

丸
山
先
生
自
己
紹
介
の
和
歌
・
俳
句 

夏
霧
や
水
の
垂
水
水
う
ま
し

　
　
　
　
　
　

 
 
 
 

丸
山 

眞

瀬
角
先
生
自
己
紹
介
の
俳
句

垂
水
で
生
活
を
詠
む 

ふ
る
さ
と
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル

浜
防
風
浜
は
円
弧
を
描
き
け
り

　
　
　
　
　
　

   

瀬
角 

龍
平

来
年
は
思
い
出
に
な
る
こ
の
花
火

　
　
　
　
　
　

   　

前
田 

結

─

垂
水
高
校
─
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良
さ
だ
と
僕
は
思
っ
て
、
前
田
さ
ん
の
句
を

選
ん
だ
ん
で
す
ね
。
綺
麗
な
こ
と
を
そ
の
ま

ま
詠
む
と
い
う
こ
と
も
そ
う
で
す
け
ど
、
こ

れ
が
今
度
は
、
ふ
っ
と
こ
う
感
慨
を
含
ん
で
、

切
な
さ
も
含
ん
で
る
な
と
い
う
こ
と
を
感
じ

た
の
で
す
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

そ
の
切
な
さ
と
の
語
呂
合
わ
せ
で
は
な
い

け
ど
、
い
わ
ゆ
る
刹
那
と
か
永
劫
と
い
う
言

葉
が
あ
り
ま
す
。
人
生
と
い
う
も
の
は
、
今

が
あ
っ
て
、
そ
し
て
、
必
ず
明
日
が
あ
る
。

そ
し
て
、
昨
日
も
あ
っ
た
。
そ
う
い
う
風
に

移
り
行
く
の
が
人
生
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
れ

を
こ
の
方
な
り
に
感
じ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
の

で
は
な
い
か
な
と
思
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

青
春
の
ひ
と
時
、
こ
れ
は
美
し
い
花
火
、
し

か
し
、
ま
た
、
こ
れ
は
来
年
は
思
い
出
と
な
っ

て
い
く
、
そ
れ
を
重
ね
る
の
が
青
春
で
あ
り
、

人
生
で
あ
る
と
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
素
晴
ら
し
い
俳
句
だ
な
と
思
い

ま
す
。

【
前
田　

結
】

　

小
さ
い
時
か
ら
、
高
校
生
の
時
と
か
も
、
花

火
を
何
回
か
家
族
で
見
に
行
っ
た
こ
と
を
今

で
も
覚
え
て
い
る
ん
で
す
。
花
火
と
い
う
の

は
、
色
々
な
色
の
花
火
が
、
空
に
ぱ
っ
と
花

が
咲
い
て
い
る
よ
う
に
輝
い
て
い
る
イ
メ
ー

ジ
と
か
が
小
さ
い
頃
は
強
か
っ
た
ん
で
す
け

ど
、
年
月
が
経
っ
て
い
く
う
ち
に
、
時
間
が

経
っ
て
花
び
ら
が
散
っ
て
い
く
花
と
違
っ
て
、

花
火
に
は
一
瞬
に
し
て
消
え
て
し
ま
う
よ
う

な
、
悲
し
さ
も
感
じ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た

な
と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
思
い
も
含
め
て
、
自
分
の
思
い

出
を
残
す
た
め

に
と
い
う
い
う

よ
う
な
思
い
も

込
め
て
こ
の
俳

句
を
仕
上
げ
ま

し
た
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　
「
将
来
の
夢
は
ま
だ
で
す
鰯
雲
」
浅
田
青
龍

さ
ん
で
す
。
こ
れ
を
詠
ん
だ
と
き
に
、
僕
は

も
う
笑
っ
て
し
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
こ
の

俳
句
の
良
さ
は
、
や
っ
ぱ
り
「
将
来
の
夢
は

ま
だ
で
す
」
と
い
う
口
語
が
使
っ
て
あ
る
っ

て
い
う
こ
と
な
ん
で
す
よ
。
つ
い
つ
い
私
た

ち
は
、「
将
来
の
夢
は
未
だ
し
」
と
か
「
将
来

の
夢
が
決
ま
ら
ず
」
っ
て
使
っ
て
し
ま
い
そ

う
な
ん
で
す
。
二
年
生
の
浅
田
さ
ん
が
「
将

来
の
夢
は
実
は
ま
だ
な
ん
で
す
。」
と
言
い
切

る
。
そ
の
青
春
と
い
う
か
、
若
さ
と
い
う
か
、

そ
う
い
う
こ
と
で
僕
は
、
も
う
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。「
将
来
が
ま
だ
決
ま
っ
て
な
い
ん
で

す
。」
と
い
う
緊
迫
感
で
は
な
く
、
少
し
肩

の
力
を
抜
い
た
の
が
良
か
っ
た
な
と
僕
は
思

い
ま
し
た
。
今
、
二
年
生
っ
て
言
っ
た
の
は

で
す
ね
。
僕
自
体
も
高
校
生
三
年
間
あ
り
ま

し
た
け
ど
、
や
っ
ぱ
り
二
年
生
っ
て
い
う
の

が 

一
番
自
由
だ
っ
た
な
と
い
う
思
い
が
あ
る

ん
で
す
よ
。
だ
か
ら
僕
は
「
将
来
の
夢
は
ま

だ
で
す
鰯
雲
」
高
校
二
年
浅
田
青
龍
っ
て
詠

み
た
い
ん
で
す
よ
ね
。
こ
れ
が
「
将
来
の
夢

は
ま
だ
で
す
鰯
雲
」
高
校
三
年
っ
て
な
る
と
、

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
の
か
と
い
う
形
で
困

り
ま
す
け
ど
、
二
年
生
っ
て
や
っ
ぱ
り
、
特

殊
な
時
期
か
な
と
僕
は
思
い
ま
し
た
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

そ
う
で
す
ね
。
同
感
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

今
、
俳
句
は
、
文
語
で
作
っ
て
い
る
仲
間
が

多
い
で
す
。
高
校
生
で
す
か
ら
、
こ
う
い
う

感
じ
で
い
い
ん
で
す
が
、
例
え
ば
、「
将
来
の

夢
定
ま
ら
ず
鰯
雲
」
と
か
そ
う
い
う
風
に
詠

ん
だ
時
に
ど
う
い
う
印
象
を
受
け
る
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
て
み
ら
れ
て
も
い
い
か
と
思

う
ん
で
す
。
鰯
雲
を
詠
ん
だ
作
品
を
辿
っ
て

み
ま
す
と
、
例
え
ば
、
加
藤
楸
邨
と
い
う
俳

人
が
い
た
ん
で
す
が
、「
鰯
雲
人
に
告
ぐ
べ
き

こ
と
な
ら
ず
」
と
い
う
俳
句
が
あ
り
ま
す
。

つ
ま
り
、
加
藤
楸
邨
は
鰯
雲
を
見
て
い
て
、

ず
っ
と
繋
が
っ
て
い
る
雲
の
波
を
見
て
い
て
、

自
分
が
今
度
は
心
に
秘
め
て
い
る
人
に
告
げ

る
べ
き
こ
と
が
な
い
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、

そ
う
い
う
自
分
の
内
面
を
詠
ん
で
い
る
ん
で

す
。
鰯
雲
を
見
な
が
ら
で
す
ね
。
内
面
を
詠

む
と
い
う
俳
句
が
非
常
に
多
か
っ
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、
こ
の
浅

田
さ
ん
の
俳
句
も
そ
う
い
っ
た
名
句
の
列
に

連
な
っ
て
行
く
の
か
な
と
い
う
感
じ
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
や
は
り
こ
の
句
は
、
今

も
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
、
青
春
性
っ
て
言
う

ん
で
す
か
ね
。
こ
の
青
春
の
時
で
な
い
と
詠

め
な
い
俳
句
で
す
ね
。
だ
か
ら
、
垂
水
高
校

の
皆
さ
ん
、
な
る
べ
く
大
事
な
今
の
青
春
の

高
校
生
の
こ
の
時
を
ぜ
ひ
俳
句
に
詠
み
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
な
と
、
こ
の
俳
句
か
ら
推

し
て
思
う
こ
と
で
す
。

　

【
浅
田 

青
龍
】

　

こ
の
句
は
、
将

来
と
い
う
不
透
明

な
未
来
を
、
そ
の

時
の
天
気
の
鰯
雲

を
使
っ
て
、
青
春

な
ら
で
は
の
不
安

や
希
望
を
俳
句
で

表
現
し
ま
し
た
。

【
丸
山
先
生
評
】

　
「
万
緑
」
と
い
う
の
は
、
草
も
木
も
全
部
緑

に
な
っ
て
、
山
一
面
全
て
緑
に
な
っ
て
い
る

と
い
う
状
態
で
、
こ
れ
は
季
語
と
し
て
あ
る

わ
け
で
す
け
ど
、
こ
れ
が
優
れ
て
い
る
。
新

し
い
の
は
、
普
通
は
山
に
向
か
っ
て
「
ヤ
ッ

ホ
ー
」
と
こ
だ
ま
を
呼
び
、
こ
だ
ま
が
返
っ

て
く
る
の
を
楽
し
む
と
い
う
習
慣
が
あ
り
ま

す
が
、
尾
崎
久
子
さ
ん
は
、
山
彦
が
帰
っ
て

き
た
、
山
彦
と
い
う
の
を
ま
る
で
人
の
よ
う

に
擬
人
化
し
て
人
に
な
ぞ
ら
え
て
詠
ん
で
い

ま
す
ね
。「
山
彦
さ
ん
と
い
う
方
が
お
っ
て
、

こ
の
人
が
山
に
行
っ
て
、
万
緑
に
染
ま
っ
て
、

緑
色
に
な
っ
て
帰
っ
て
き
た
。」
と
い
う
風
に

詠
ん
だ
わ
け
で
す
ね
。
し
た
が
っ
て
、
擬
人

化
す
る
こ
と
で
人
物
が
登
場
し
、
そ
し
て
単

な
る
写
生
で
は
な
く
て
、
そ
こ
に
「
動
き
」

を
も
た
ら
し
て
き
た
。
そ
れ
で
名
句
が
生
ま

垂
水
で
自
然
を
詠
む 

万
緑
に
染
ま
り
山
彦
か
へ
り
く
る

　
　
　
　
　
　

   

尾
崎 

久
子

─

火
の
島
俳
句
会
─

将
来
の
夢
は
ま
だ
で
す
鰯
雲

　
　
　
　
　
　

   

浅
田 

青
龍
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ら
し
い
自
然
に
、

そ
の
源
流
を
見
て
、

さ
か
ん
に
褒
め
て

い
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
素
晴
ら
し

い
と
言
っ
て
、
本

城
川
の
源
流
が
素

晴
ら
し
い
と
言
っ

て
、
喝
采
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　

猿
ケ
城
で
は
発
見
が
あ
る
ん
で
す
。
こ
れ

も
、
水
も
手
を
打
っ
て
喝
采
し
て
い
る
け
ど
、

や
っ
ぱ
り
尾
崎
さ
ん
自
体
の
喝
采
で
も
あ
っ

た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
。
猿
ケ
城
に
対
す
る
深

い
エ
ー
ル
で
は
な
い
か
な
と
僕
は
感
じ
た
ん

で
す
ね
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

こ
れ
は
森
早
也
子
さ
ん
と
い
う
垂
水
に
お

住
ま
い
の
私
た
ち
の
仲
間
の
方
が
作
ら
れ
た

俳
句
で
す
。
渓
流
っ
て
い
う
の
は
谷
川
を
流

れ
て
い
る
河
で
す
。
そ
こ
で
飛
ん
で
い
る
糸

蜻
蛉
（
い
と
と
ん
ぼ
）
の
色
は
、「
藍
よ
り
出

で
て
、
藍
よ
り
青
し
」
で
は
あ
り
ま
せ
ん
け

れ
ど
も
、
本
当
に
猿
ケ
城
の
山
の
色
、
水
の

色
に
ふ
さ
わ
し
い
綺
麗
な
色
。
そ
れ
で
そ
の

よ
う
に
詠
ん
だ
ん
で
す
ね
。
そ
の
こ
と
で
同

時
に
猿
ケ
城
の
自
然
が
ど
ん
な
に
素
晴
ら
し

い
も
の
で
あ
る
か
っ
て
い
う
こ
と
を
私
た
ち

は
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

れ
た
。
し
か
も
、
山
彦
か
ら
連
想
す
る
の
は
、

海
幸
彦
と
か
山
幸
彦
と
か
、
こ
の
い
わ
ゆ
る

日
本
書
紀
と
か
古
事
記
と
か
そ
う
い
う
も
の

に
出
て
く
る
よ
う
な
神
様
た
ち
の
名
前
で
あ

る
わ
け
で
す
。
山
の
妖
精
と
も
言
わ
れ
て
い

ま
す
け
ど
、
そ
の
色
々
な
、
個
人
的
な
イ
メ
ー

ジ
を
伴
っ
て
、
猿
ケ
城
の
自
然
を
詠
ん
だ
っ

て
い
う
と
こ
ろ
が
素
晴
ら
し
い
か
な
と
思
い

ま
す
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　
「
万
緑
に
染
ま
り
山
彦
か
へ
り
く
る
」
は
、

山
彦
と
い
う
反
射
が
緑
に
染
ま
る
と
い
う
こ

の
表
現
に
、
僕
は
た
ま
が
り
ま
し
た
。
音
が

染
ま
る
と
い
う
こ
の
感
覚
で
す
ね
。
こ
れ
は
、

今
来
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
高
校
生
は
、
こ
う
い

う
感
覚
を
学
ば
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
し
、
も
う
僕
は

こ
れ
に
び
っ
く
り

し
ま
し
た
。
感
覚

は
交
錯
す
る
ん
で

す
ね
。
そ
う
い
う

こ
と
を
僕
は
こ
の

俳
句
に
学
び
ま
し

た
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

河
鹿
笛
（
か
じ
か
ぶ
え
）
と
い
う
の
は
河

鹿
蛙
の
鳴
き
声
で
す
。
猿
ケ
城
で
は
、
河
鹿

蛙
が
鳴
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
水
の
喝
采
っ

て
い
う
の
も
、
水
た
ち
が
、
猿
ケ
城
の
素
晴

【
瀬
角
先
生
評
】

　

猿
ケ
城
に
は
、
た
く
さ
ん
渕
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
の
夏
の
時
の
青
さ
と
い
う
の
は
、
是
非
、

見
て
も
ら
い
た
い
で
す
。「
深
い
藍
よ
り
も
青

い
糸
蜻
蛉
が
生
ま
れ
た
」
こ
れ
も
大
き
な
発

見
だ
と
思
い
ま
す
し
、
し
っ
か
り
対
象
を
見

る
と
い
う
、
そ
の
こ
と
を
、
僕
は
こ
の
俳
句

に
教
え
ら
れ
ま
し
た
。

【
森　

早
也
子
】

　

こ
の
句
は
、
瀬
角
さ
ん
が
ご
紹
介
く
だ
さ
っ

た
よ
う
に
猿
ケ
城
渓
谷
の
吟
行
句
で
ご
ざ
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
猿
ケ
城
渓
谷
の
ほ
と
り
で

見
か
け
た
美
し
い

糸
蜻
蛉
の
風
景
を

詠
ん
だ
も
の
で
す
。

渓
流
で
見
た
糸
蜻

蛉
の
色
を
「
藍
よ

り
青
き
」
と
し
た

の
は
、「
藍
の
色

さ
ら
に
そ
れ
よ
り

も
青
く
」
と
い
う

意
味
で
強
調
し
た

も
の
で
す
。
そ
う
い
う
思
い
で
つ
く
り
ま
し

た
。「
渓
流
に
」
っ
て
し
ま
し
た
の
は
、
渓
流

の
そ
の
ま
ま
の
景
を
一
行
詩
に
仕
立
て
た
も

の
で
す
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　

千
本
銀
杏
と
い
う
の
は
、
も
う
垂
水
の
大
き

な
名
勝
の
一
つ
に
な
り
ま
し
た
。
県
外
で
も

有
名
で
す
。
中
馬
吉
昭
さ
ん
と
い
う
方
が
何

十
年
来
か
け
て
作
り
上
げ
た
銀
杏
園
で
す
よ

ね
。「
実
は
私
は
東
京
の
出
身
で
す
。」
と
言

う
中
馬
さ
ん
に
「
な
ん
で
こ
の
銀
杏
園
を
作

ら
れ
た
ん
で
す
か
？
」
と
聞
い
た
ら
、「
自
分

は
東
京
の
大
空
襲
を
お
母
さ
ん
の
背
中
で
見

た
記
憶
が
か
す
か
に
残
っ
て
い
る
。」
と
。
そ

の
後
に
「
焼
け
野
が
原
の
中
で
大
き
な
飢
餓

を
体
験
し
た
。」
と
い
う
話
で
し
た
。
お
母
さ

ん
に
手
を
引
か
れ
て
で
す
ね
。
遠
く
の
農
村

に
行
っ
て
、
そ
し
て
、「
筍
生
活
（
た
け
の
こ

せ
い
か
つ
）
の
中
で
体
験
し
た
、
あ
の
ひ
も

じ
い
思
い
を
も
う
絶
対
忘
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。」
と
。
そ
れ
で
千
本
銀
杏
を
植
え
だ
し

た
の
は
、「
み
ん
な
が
見
て
楽
し
い
銀
杏
を
植

え
る
の
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ひ
ょ
っ
と
し
た

ら
飢
え
の
一
助
に
も
な
る
か
も
し
れ
な
い
し
、

銀
杏
も
で
き
る
し
ね
。」と
。
そ
こ
か
ら
始
ま
っ

た
ん
だ
と
い
う
こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。
だ
か

ら
、
一
朝
一
夕
に
は
で
き
て
い
な
い
ん
だ
な

と
思
い
が
あ
る
ん
で
す
。
け
れ
ど
も
、こ
の「
銀

杏
落
葉
地
に
束
の
間
の
日
の
か
け
ら
」
こ
れ

は
で
す
ね
。
ゆ
っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
お

日
様
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
っ
て
、
日
の
光
を

集
め
て
、
黄
色
く
な
る
ん
で
す
け
れ
ど
、
最

後
に
は
地
に
落
ち
て
、
土
に
帰
っ
て
い
く
と

い
う
、
そ
う
い
う
束
の
間
の
、
こ
の
日
の
か

け
ら
な
ん
だ
な
と
そ
う
い
う
風
に
僕
は
思
っ

た
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
も
う
す

ご
く
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

感
想
は
、
ほ
と
ん
ど
瀬
角
さ
ん
と
同
じ
で

す
。
こ
の
俳
句
は
、
ど
の
世
代
の
人
が
見
て

も
色
々
な
こ
と
を
感
じ
る
。
私
な
ん
か
も
う
、

い
わ
ゆ
る
人
生
の
晩
節
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
す
る
と
で
す
ね
、
束
の
間
と
い
う
言
葉

が
ビ
ー
ン
と
心
に
響
き
ま
す
。
今
、
束
の
間

源
流
は
水
の
喝
采
河
鹿
笛

　
　
　
　
　
　

   

尾
崎 

久
子

渓
流
に
藍
よ
り
青
き
糸
蜻
蛉

　
　
　
　
　
　

   

森 

早
也
子

銀
杏
落
葉
地
に
束
の
間
の
日
の
か
け
ら

　
　
　
　
　
　

   

野
間 

妙
子
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を
生
き
て
る
な
と
い
う
感
じ
が
す
る
せ
い
で

も
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
こ
の
短
い

間
を
生
き
な
が
ら
、
人
生
を
送
っ
て
い
る
ん

で
す
け
ど
、
こ
れ
は
で
す
ね
、
さ
っ
き
も
瀬

角
さ
ん
が
言
わ
れ
ま
し
た
け
ど
も
、
太
陽
光
、

つ
ま
り
、
木
漏
れ
日
が
黄
色
の
落
ち
葉
の
敷

き
詰
め
て
い
る
所
に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
れ

を
か
け
ら
と
い
う
風
に
硬
質
の
目
に
見
え
る
、

形
あ
る
も
の
と
し
て
こ
の
句
を
詠
ん
で
い
る

と
い
う
こ
の
感
覚
が
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

優
れ
た
写
生
の
俳
句
と
い
う
の
は
、
た
だ
写

生
を
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
写
生
を
す
る

こ
と
は
修
練
と
し
て
も
大
事
で
す
。
俳
句
が

上
手
に
な
る
た
め
に
は
、
絵
も
描
か
な
い
と

い
け
な
い
し
、
音
楽
も
し
な
い
と
い
け
な
い

ん
で
す
が
、
そ
う
い
う
色
々
な
感
性
を
磨
く

機
会
を
得
る
こ
と
が
大
事
で
す
が
、
こ
の
そ

う
い
う
「
日
の
か
け
ら
」
と
い
う
風
に
感
じ

る
た
め
に
は
、
そ

れ
な
り
の
写
生
の

訓
練
を
積
ん
で
い

る
と
い
う
こ
と
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。

名
画
の
一
幕
、
名

画
そ
の
も
の
を
見

る
よ
う
な
感
じ
の

写
生
の
俳
句
で
す
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　

た
く
さ
ん
千
本
銀
杏
の
落
ち
葉
が
降
っ
て

く
る
わ
け
で
す
ね
。
あ
あ
い
う
中
を
歩
け
ば
、

す
ご
く
い
い
い
気
持
ち
な
ん
で
す
け
れ
ど
も
、

そ
の
中
で
そ
の
た
だ
散
る
ば
っ
か
り
じ
ゃ
な

く
っ
て
、
一
枚
一
枚
の
葉
っ
ぱ
が
、
そ
れ
ぞ

れ
の
色
を
奏
で
る
。
色
を
見
せ
る
だ
け
じ
ゃ

な
く
て
、
視
覚
じ
ゃ
な
く
て
聴
覚
も
交
え
な

が
ら
「
実
は
こ
う
い
う
生
き
方
を
し
た
ん
だ

よ
、
こ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
た
ん
だ
よ
。」
と

言
い
な
が
ら
、
耳
元
の
周
り
を
散
っ
て
い
く
。

そ
の
こ
と
が
、
す
ご
く
感
覚
が
良
か
っ
た
な

と
い
う
風
に
思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
も
う
感

覚
と
い
う
の
は
年
を
取
っ
た
と
か
、
若
い
か

ら
と
い
う
こ
と
は
関
係
な
い
な
と
い
う
こ
と

を
感
じ
た
句
で
し
た
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

こ
の
銀
杏
が
散
っ
て
い
る
様
子
は
綺
麗
で

す
か
ら
、
そ
れ
は
目
で
視
覚
で
捉
え
る
わ
け

で
す
が
、
そ
の
色
を
そ
れ
ぞ
れ
の
色
を
音
楽

と
し
て
奏
で
て
い
る
と
い
う
部
分
に
聴
覚
的

な
表
現
を
し
た
っ
て
い
う
と
こ
ろ
、
こ
れ
も

垂
水
高
校
生
の
皆
さ
ん
方
も
随
分
、
参
考
に

な
さ
っ
て
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

で
、
や
は
り
感
覚
と
い
う
の
は
、
お
互
い
に
、

視
覚
、
聴
覚
、
触
覚
、
色
々
な
も
の
が
交
錯

し
て
出
来
上
が
っ
て
い
く
と
そ
う
い
う
も
の

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
少
し
深
読
み
か

も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
垂
水
と
い
う
と
こ
ろ

は
、
瀬
戸
口
藤
吉
も
生
ま
れ
た
所
だ
し
、
和

田
英
作
も
生
ま
れ
た
と
こ
ろ
だ
と
聞
い
て
い

ま
す
け
れ
ど
も
、
そ
う
い
う
よ
う
な
感
覚
を

磨
く
風
土
が
あ
る
の
か
と
思
っ
た
り
も
し
ま

す
。
で
も
、
誰
し
も
が
で
き
な
い
と
思
い
ま

す
け
ど
。

【
板
坂 

良
子
】

　

垂
水
に
行
っ
て
こ
の
千
本
銀
杏
を
最
初
見

た
と
き
に
は
も
う
す
ご
い
。
や
っ
ぱ
り
千
本

で
す
か
ら
す
っ
ご
い
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
銀
杏
を
植
え
ら
れ
た
中
馬
さ
ん
と

い
う
ご
夫
妻
の
こ
と
を
思
い
ま
し
た
。
最
初

の
一
本
を
植
え
る
時
に
、
ど
ん
な
気
持
ち
だ
っ

た
ん
だ
ろ
う
か
な
と
、
そ
れ
か
ら
一
本
、
一

本
の
千
本
の
銀
杏
を
子
育
て
の
よ
う
に
育
て

て
い
た
の
か
な
と
。
だ
っ
た
ら
、
私
た
ち
人

間
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
個
性
が
あ
る
の
で
、
こ

の
木
の
一
本
一
本
に
も
個
性
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
。
そ
し
て
、
そ
の
銀
杏
の
葉
が
落

ち
て
い
く
。
そ
の
一
つ
一
つ
が
、
と
て
も
綺

麗
だ
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
本
当
に
そ
れ
ぞ
れ

の
色
が
音
を
奏
で
て
い
る
よ
う
な
、
そ
の
リ

ズ
ム
を
感
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
俳
句
が
で
き

ま
し
た
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　
「
昔
、
つ
わ
も
の
（
武
士
）
た
ち
が
守
っ
た

城
が
、
今
は
こ
う
し
て
冬
の
日
差
し
を
浴
び

て
い
る
よ
ね
。」
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
も
感

じ
ら
れ
る
句
に
な
っ
て
い
ま
す
。
昔
は
、
兵

士
た
ち
が
勝
鬨
を
上
げ
た
り
、
そ
し
て
鬨
の

声
を
上
げ
た
り
し
た
ん
だ
な
と
。
そ
う
い
う

時
空
を
、
歴
史
を
遡
る
と
い
う
こ
と
が
感
じ

ら
れ
る
句
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

全
く
同
感
で
す
ね
。
で
、「
つ
わ
も
の
の
守

り
た
る
坂
」
の
「
た
る
」
と
い
う
の
は
文
法

的
に
は
「
守
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
で
す
。

「
守
っ
た
」
と
は
書
い
て
い
な
い
で
す
。
た
だ
、

ず
っ
と
強
者
た
ち
が
守
り
続
け
て
き
た
坂
な

ん
で
す
ね
。
で
、
今
年
は
今
年
の
冬
日
が
当

た
っ
て
冬
の
温
か
い
光
景
に
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
、
先
ほ
ど
の
垂
水
高
校
生
の
生

徒
さ
ん
の
俳
句
と
同
じ
く
、
や
っ
ぱ
り
時
に

対
す
る
意
識
が
中
に
含
ま
れ
て
る
よ
う
な
気

が
し
ま
す
。

【
山
ケ
城 

芳
子
】

　

こ
ん
な
の
に
選
ば
れ
た
こ
と
は
初
め
て
な

の
で
、
ド
キ
ド
キ
し
て
い
ま
す
。
こ
の
句
を

作
っ
た
の
は
、
吟
行
に
行
っ
て
、「
あ
、
こ
こ

が
坂
だ
。」
と
か
、
こ
こ
を
通
っ
た
ん
だ
と
い

う
の
を
見
て
、「
ど
ん
な
戦
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う

か
。
強
者
た
ち
が
必
死
で
守
っ
た
ん
だ
ろ
う

な
。」
と
思
っ
て
作
り
ま
し
た
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　

お
長
屋
は
も
う
ご
存
知
で
す
よ
ね
。
垂
水

高
校
生
は
特
に
、
目
の
前
に
垂
水
小
学
校
の

校
門
の
近
く
に
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。「
お
長
屋

の
重
ぬ
る
月
日
冬
日
差
し
」
ち
ょ
ん
ま
げ
を

結
っ
て
、
二
本
差
し
、
刀
を
さ
し
て
い
た
武

千
の
い
ろ
奏
で
千
本
銀
杏
散
る

　
　
　
　
　
　

   

板
坂 

良
子

垂
水
で
歴
史
を
詠
む

つ
わ
も
の
の
守
り
た
る
坂
や
冬
日
向
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【
瀬
角
先
生
評
】

　

伊
地
知
さ
ん
は
農
家
で
す
。
牛
を
飼
っ
て

い
ま
す
。「
秋
暑
し
」
と
い
う
の
は
で
す
ね
。

秋
の
暑
さ
、
残
暑
と
か
言
い
ま
す
ね
。
残
暑

は
、
普
通
の
夏
の
暑
さ
よ
り
も
暑
い
っ
て
言

い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
人
間
も
暑
い
ん
で
す
け

ど
、
飼
っ
て
い
る
牛
も
暑
い
だ
ろ
う
と
い
う

こ
と
で
、
そ
の
牛
の
背
に
水
を
か
け
て
い
る
。

水
道
の
水
で
は
な
く
て
、
井
戸
水
で
す
。
こ

う
い
う
と
こ
ろ
で
、
垂
水
の
郷
土
性
と
い
う

か
、
非
常
に
出
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、
人
間

も
そ
う
だ
け
ど
、
牛
の
背
も
暑
い
だ
ろ
う
と

い
う
こ
と
で
牛
に
注
ぐ
愛
情
、
そ
の
こ
と
も

是
非
、
感
じ
て
も
ら
い
た
い
。
す
ご
く
、
私

は
、
郷
土
愛
と
い
う
こ
と
で
い
い
な
あ
と
思
っ

て
で
す
ね
、
入
れ
込
み
ま
し
た
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

井
戸
水
が
い
い

で
す
ね
。
そ
し
て
、

垂
水
の
自
然
を
詠

む
だ
け
で
な
く
て
、

垂
水
で
暮
ら
し
て

い
る
人
、
特
に
、

農
業
と
か
漁
業
と

か
に
携
わ
っ
て
い

士
た
ち
も
い
た
。
そ
し
て
、
現
代
ま
で
の
流

れ
も
見
て
き
た
。
四
百
年
の
月
日
を
重
ね
て

い
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
う
い
う
こ
と
を
見

て
い
る
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
と
、
今
は
こ

う
し
て
穏
や
か
に

立
っ
て
い
る
と
い

う
古
い
お
長
屋
の

眺
め
で
す
ね
。
お

そ
ら
く
寺
山
さ
ん

も
そ
う
い
う
こ
と

を
感
じ
ら
れ
た
の

か
な
と
思
っ
て
。

僕
は
い
い
な
と
い

う
句
の
一
つ
で
し

た
ね
。

【
丸
山
先
生
評
】

　

こ
の
「
お
長
屋
の
」
の
「
の
」
と
い
う
助

詞
の
働
き
が
大
き
い
で
す
ね
。
こ
れ
は
お
長

屋
が
重
ね
て
い
る
月
日
な
ん
で
す
が
、
人
々

が
努
力
し
て
そ
の
お
長
屋
を
守
っ
て
き
た
こ

と
も
あ
り
ま
す
け
ど
、
お
長
屋
そ
の
も
の
が

月
日
を
重
ね
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
歴
史

の
深
さ
を
感
じ
さ
せ
ま
す
ね
。

【
寺
山 

紀
子
】

　

重
ね
て
い
る
月

日
の
中
に
、
お
長

屋
も
朽
ち
て
い
く

ん
で
す
け
ど
、
冬

日
差
し
は
、
優
し

く
照
っ
て
い
る
な

と
思
っ
て
、
こ
の

句
を
作
り
ま
し
た
。  

る
人
た
ち
が
、
そ
の
生
活
を
そ
の
俳
句
の
中

に
詠
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
は
大
変
価
値
の

あ
る
こ
と
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。
僕
は
、
今

の
垂
水
に
し
か
な
い
行
事
、
そ
う
い
う
も
の

を
思
い
の
中
に
刻
ん
で
い
か
れ
る
と
い
う
の

は
、
こ
れ
ま
た
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
な
と
思

い
ま
し
た
。

【
瀬
角
先
生
評
】

　

お
ん
だ
ん
こ
ら
は
、
毎
年
四
月
の
四
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
四
月
の
第
一

週
、
土
曜
日
に
あ
る
、
春
の
お
祭
り
で
す
ね
。

ち
ょ
う
ど
子
ど
も
た
ち
も
春
休
み
と
い
う
こ

と
で
で
す
ね
。
こ
の
お
ん
だ
ん
こ
ら
祭
り
と

い
う
の
は
、
白
山
祭
り
と
も
言
い
ま
す
。
こ

れ
も
島
津
が
入
る
前
の
伊
地
知
家
の
お
祭
り

の
一
つ
で
す
。
そ
れ
が
ず
っ
と
続
い
て
い
ま

す
が
、
い
ろ
ん
な
出
店
が
出
た
り
、
そ
し
て

踊
り
が
で
た
り
、
歌
が
あ
っ
た
り
、　

子
ど
も

た
ち
に
と
っ
て
も
、
私
た
ち
大
人
に
と
っ
て

も
そ
う
な
ん
で
す
け
ど
、
あ
あ
春
が
来
た
ん

だ
な
あ
と
い
う
メ
リ
ハ
リ
の
き
く
行
事
で
す
。

垂
水
な
ら
で
は
の
。
そ
う
い
う
経
験
を
し
た

お
母
さ
ん
と
、
そ
し
て
、
自
分
と
お
ん
だ
ん

こ
ら
祭
り
に
行
っ
た
と
き
に
、
ふ
と
見
た
ら
、

お
母
さ
ん
の
眼
が
非
常
に
き
ら
き
ら
し
て
い

る
。
普
段
見
た
こ
と
の
な
い
娘
み
た
い
な
顔

つ
き
だ
な
と
い
う
そ
う
い
う
発
見
な
ん
で
す
。

そ
う
い
う
こ
と
で
僕
は
、
あ
あ
い
い
な
あ
と

思
っ
て
、
感
じ
て
い
ま
す
。

【
瀬
角 

龍
平
】

　

江
戸
時
代
の
鹿
児
島
の
藩
の
学
校
は
造
士

館
と
い
い
ま
す
。
一
七
七
三
年
に
で
き
た
そ

う
で
す
。
そ
の
三
年
後
に
、
薩
摩
藩
の
中
で

は
二
番
目
に
、
垂
水
の
文
行
館
と
い
う
の
が

学
問
所
と
し
て
で
き
た
ん
で
す
よ
。
鹿
児
島

で
二
番
目
な
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
何
を
し
た

か
と
い
う
と
、
士
族
の
武
士
の
子
弟
を
呼
ん

で
、
そ
こ
で
学
問
を
教
え
た
。
四
書
五
経
、

論
語
と
か
孟
子
と
か
で
す
ね
。
あ
と
、
習
字
。

論
語
と
か
孟
子
と
か
は
、
そ
の
内
容
を
勉
強

す
る
の
も
そ
う
な
ん
で
す
が
、
最
初
は
、
素

読
と
い
っ
て
、
先
生
が
読
め
ば
、
生
徒
は
そ

れ
を
繰
り
返
す
。
そ
れ
を
素
読
と
言
い
ま
す
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
か
ら
学
問
は
始
ま
る
わ
け

で
す
ね
。
そ
れ
を
昔
の
学
問
所
で
あ
っ
た
文

行
館
で
皆
、
正
座
を
し
て
、
先
生
と
対
座
を

し
て
、そ
う
い
う
素
読
を
し
て
い
る
。
そ
し
て
、

そ
の
声
が
ど
ん
ど
ん
揃
っ
て
い
く
と
い
う
、

そ
う
い
う
様
子
を
想
像
し
て
作
っ
た
ん
で
す

ね
。
文
行
館
と
い
う
の
は
、
垂
水
の
学
問
の

発
祥
で
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
る
の
が
、

垂
水
小
学
校
で
あ
り
、
垂
水
高
校
で
あ
る
と

思
う
ん
で
す
ね
。
そ
う
い
う
こ
と
も
私
の
脳

裏
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
い
う
思
い
で
こ
の

句
を
作
り
ま
し
た
。
一
七
七
六
年
と
い
う
の

は
、
垂
水
の
領
主
は
、
島
津
貴
澄
と
い
う
人
で
、

こ
の
人
は
、
漢
詩
も
で
き
る
し
、
和
歌
も
作
る
。

そ
れ
で
、
領
主
が
作
る
も
ん
で
す
か
ら
、
家

垂
水
で
生
活
を
詠
む

牛
の
背
に
掛
く
る
井
戸
水
秋
暑
し

　
　
　
　
　

 

伊
地
知 

い
つ
子

お
ん
だ
ん
こ
ら
娘
時
代
の
母
が
ゐ
る

　
　
　
　
　

 　

榎
園 

ま
い
こ

─
火
の
島
俳
句
会
（
伊
地
知
い
つ
子
）
─

─
た
る
み
ず
俳
句
講
座
（
榎
園
ま
い
こ
）
─

講
師
挨
拶
の
俳
句

文
行
館
寒
の
素
読
の
声
そ
ろ
ふ

　
　
　
　
　
　

   

瀬
角 

龍
平
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臣
た
ち
も
漢
詩
を
作
る
。
そ
し
て
、
和
歌
も

作
る
。
一
時
、
垂
水
は
文
教
の
地
と
し
て
非

常
に
有
名
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
代
が
あ
っ

た
と
い
う
こ
と
を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い

ね
。

 

（
注
）
木
仏
…
…
県
内
最
古
の
木
仏
像
で

　
　
　
　
　
　
　

あ
る
勝
軍
地
蔵
の
こ
と
。

　
　
　

炯
眼
…
…
眼
力
が
鋭
い
こ
と
。

　
　
　

著
し
…
…
は
っ
き
り
し
て
い
る
こ
と
。

【
丸
山　

眞
】

　

こ
の
新
し
い
形
の
講
演
会
を
立
ち
上
げ
て

軌
道
に
乗
せ
て
、
そ
し
て
、
皆
さ
ん
に
公
開

す
る
形
が
で
き
た
と
い
う
の
は
、
ひ
と
え
に

鎌
田
先
生
の
お
力
の
お
か
げ
で
も
あ
り
ま
す

が
、
縁
の
下
の
力
持
ち
と
い
う
よ
う
に
、
舞

台
の
係
の
方
を
始
め
、
教
頭
先
生
、
そ
の
他
、

い
ろ
ん
な
人
た
ち
の
協
力
を
い
た
だ
い
て
、

こ
の
会
が
で
き
た
の
か
な
と
思
っ
て
、
本
当

に
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
そ
し

て
、
何
よ
り
も
お
見
え
に
な
る
方
が
い
な
い

と
、
こ
う
い
う
講
演
会
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん

け
れ
ど
も
、
生
徒
さ
ん
た
ち
も
少
人
数
の
学

校
に
は
な
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
一
人
一
人

が
一
騎
当
千
の
気
持
ち
で
、
こ
う
い
う
講
演

を
聞
い
て
い
た
だ
い
た
こ
と
も
と
て
も
あ
り

が
た
い
で
す
。
是
非
、
垂
水
高
校
の
皆
さ
ん
、

頑
張
っ
て
一
人
一
人
が
五
人
分
ぐ
ら
い
の
勉

強
や
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
に
励
ん
で
い
た
だ
き

た
い
な
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
反
省
と
い
う

か
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
点
で
は
、
火
の
島
俳

句
会
の
人
た
ち
を
中
心
に
し
な
が
ら
、
瀬
角

先
生
が
担
当
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
垂
水
の
俳

句
講
座
の
方
た
ち
の
作
品
を
も
と
に
し
て
、

垂
水
を
詠
ん
だ
作
品
が
紹
介
さ
れ
て
い
っ
た

わ
け
で
す
け
れ
ど
も
。
も
ち
ろ
ん
垂
水
に
住

ん
で
い
て
、
俳
句
を
作
っ
て
る
方
は
他
に
も

い
っ
ぱ
い
い
ら
っ
し
ゃ
る
わ
け
で
、
そ
う
い

う
人
た
ち
の
作
品
も
あ
る
だ
ろ
う
し
、
ま
た
、

私
た
ち
が
気
付
か
な
い
と
こ
ろ
に
、
そ
う
い

う
作
品
が
埋
も
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
わ

け
な
ん
で
す
よ
ね
。
そ
う
い
う
も
の
も
発
掘

し
な
が
ら
、
そ
し
て
、
お
互
い
情
報
を
交
換

し
合
い
な
が
ら
、
垂
水
の
俳
句
の
文
化
が
も
っ

と
も
っ
と
充
実
し
て
い
け
ば
い
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
そ
し
て
、こ
の
垂
水
に
住
ん
で
い
る
、

生
活
し
て
い
る
と
い
う
喜
び
、
喜
怒
哀
楽
を
、

是
非
、
俳
句
に
残
し
て
い
く
人
た
ち
が
増
え

て
い
か
れ
る
こ
と
を
望
ん
で
お
り
ま
す
。
そ

し
て
、
私
が
垂
水
高
校
に
三
十
年
く
ら
い
前

に
働
い
て
い
た
わ
け
な
ん
で
す
が
、
懐
か
し

く
て
い
っ
ぱ
い
な
ん
で
す
け
れ
ど
、
こ
の
垂

水
高
校
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
や
は
り
深
い
伝

統
、
深
い
歴
史
、
そ
し
て
、
垂
水
の
深
い
自
然
、

そ
の
中
で
し
っ
か
り
と
存
在
し
て
い
る
学
校

で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
、
段
々
、

子
供
さ
ん
の
数
が
少
な
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。

高
校
生
の
数
も
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

け
れ
ど
も
、
長
い
歴
史
を
深
い
歴
史
を
、
い

ろ
ん
な
こ
う
い
う
周
年
行
事
の
機
会
に
学
ぶ

こ
と
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
が
こ
の
地
域
を

中
心
に
な
っ
て
起
こ
し
て
い
く
ん
だ
、
こ
の

地
域
を
自
分
た
ち
が
背
負
っ
て
い
く
ん
だ
と
、

そ
う
い
う
気
持
ち
で
頑
張
っ
て
い
っ
て
い
た

だ
き
た
い
な
と
思
い
ま
す
。
新
し
い
時
代
は
誰

が
作
る
か
。
結
局
、
歴
史
が
作
る
、
自
然
が

作
る
。
要
す
る
に
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
る
人

が
作
っ
て
い
く
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

風
土
は
人
間
が
作
っ
て
い
く
。
そ
し
て
、
一

人
よ
り
も
二
人
、
二
人
よ
り
も
三
人
と
い
う

風
に
み
ん
な
が
手
を
組
ん
だ
ら
い
ろ
ん
な
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
是
非
そ
う
い
う

意
味
で
垂
水
高
校
の
更
な
る
発
展
を
、
ち
ょ
っ

と
口
は
ば
っ
た
い
で
す
が
、
念
じ
て
祈
っ
て

私
の
最
後
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
鎌
田 

政
司
】

　

こ
の
句
は
、
牛
根
小
学
校
に
呼
ば
れ
た
時

に
作
り
ま
し
た
。
牛
根
は
漁
師
町
だ
な
と
思

ま
し
た
。
小
学
校
の
運
動
会
で
は
、
普
通
、

万
国
旗
で
す
よ
ね
。
で
す
け
ど
、
牛
根
小
学

校
で
は
、
万
国
旗
に
加
え
て
大
漁
旗
が
い
く

つ
も
飾
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
な
る
ほ
ど
、

土
地
柄
だ
な
と
思
い
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。

親
子
か
け
っ
こ
で
す
。
親
が
子
ど
も
を
お
ん

ぶ
し
て
も
い
い
し
、
抱
え
て
も
い
い
、
そ
ん

な
中
で
力
強
い
漁
師
さ
ん
が
、
子
ど
も
を
抱

い
て
駆
け
抜
け
て
い
く
、
あ
あ
、
力
強
い
、

い
い
学
校
だ
な
あ
と
思
っ
て
作
っ
た
の
が
こ

の
句
で
す
。

【
中
村 

心
春
】

　

こ
の
一
句
に
は
、
百
年
の
節
目
を
迎
え
た

垂
水
高
校
が
、
多
く
の
皆
様
と
の
縁
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か

ら
も
そ
の
繋
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
新

た
な
歴
史
を
紡
い
で
い
き
た
い
と
い
う
願
い

を
込
め
て
作
り
ま
し
た
。

校
長
挨
拶
の
俳
句

子
を
抱
き
駆
く
る
漁
師
や
運
動
会

　
　
　
　
　
　

   

鎌
田 

政
司

生
徒
会
長
挨
拶
の
俳
句

百
と
せ
の
縁
を
繋
ぎ
て
風
薫
る

　
　
　
　
　
　

   

中
村 

心
春

木
仏
の
炯
眼
著
し
竹
の
秋

　
　
　
　
　

 　
　

丸
山　

眞
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DX 採択校に指定されました！

DX

高校のシステムが

変わる？

垂水高校が，2025 年度の DX 採択校に指定されました！  今後，垂水高校の DX 化が加速します！

創立 100 周年記念講演
演題　「DX 時代における人生のプロジェクトマネジメント」
講師　城西大学副学長 栗田 るみ子先生

DX 移行のイメージ
（イラスト　12HR　武田乃郁）

天井設置型プロジェクターでの投影

生徒たちの『積極性』・『理解度』も UP する？

電子黒板を用いた学習

デジタル化し，新たな価値を創出する取り組み。 これまでの概念を変える。つまり，『変革！』
▷ 変革へ向けた人の『協力』が必要！　　　　▷ 変革へ向けた人の『理解』が必要！

集団解決のタブレット学習

DX 化とは
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“ 新制服の候補を見た後に，先生方に自分たちの意見を伝えました ”

垂水高校の『制服』が変わるってよ！
　100 周年を機に，2026 年度／来年度から，制服も新制服へとリニューアルします。

約 30 年ぶりとなる新制服の候補を生徒たちにも実際に見てもらい，感想や意見をもらいました。お披露目は 10 月 25

日 ( 土 ) の創立 100 周年記念式典で行われます。どんな制服になるのか，想像で胸をふくらませて，お待ちください !!

・ブレザーの生地が良い
・シンプルでいい
・スラックスがモノトーンで良い
・灰色のスラックスの方が良い
・チェックの色がはっきりして
  いて良い

・ズボンの柄が変わって良い
　と思う
・ジャケットの質がとても
　かわいいと思った ⇒ 採用！
・スカートのチェック柄が
　かわいい

・紺色と灰色が良いコンビ
   ネーション ⇒ 採用！
・色の統一感があってとても良い
   と思う ⇒ 採用！
・スラックスの色があまり…
・ズボンがチェックじゃない
　方がいい

・左胸に今と同様のロゴが
　ほしい ⇒ 採用！
・チェックの色がもう少し
　いほうが良い ⇒ 改善！
・私立の高校みたい ⇒ 改善！

VOICE  OF 垂水高校生　( 事前アンケート含む )
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　私たちは，試作で取り組んだお菓子について，商品

化するためのアドバイスをいただくことができました。

また，他に作りたいお菓子はないかを聞かれたので，

せっかくなら，今までつくったことのないお菓子を作

りたいと思い，ガレットブルトンヌ・フロランタンに

挑戦することにしました。垂水の特産品として，つら

さげいもを使うことにしました。

鹿島シェフとの意見交換

アーモンドの代わ
りに，いもけんぴ
使ってます。

やきいものペーストを
重ねたり，びわジャム
をぬってみたり…

イチョウの型ぬき
してみました。

どれがおいしいかな？
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まずは，フランスの焼き菓子の中から，マドレーヌ・ラングドシャを作ってみました。
垂水の特産品として，いんげん・びわジャムを使うことに決め，千本イチョウが有名
なので，イチョウの型も使ってみることにしました。

　

鹿
島
シ
ェ
フ
と
の
ス
イ
ー
ツ
コ

ラ
ボ
企
画
が
つ
い
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
昨
年
度
、
垂
水
市
の
食

材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
し
た
フ
ラ

ン
ス
料
理
の
出
前
授
業
を
提
供
し

て
い
た
だ
い
た
ご
縁
も
あ
り
、
こ

の
企
画
を
快
く
お
引
き
受
け
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

生
活
デ
ザ
イ
ン
科
で
は
、
家
庭

ク
ラ
ブ
活
動
の
一
環
と
し
て
、
ス

イ
ー
ツ
開
発
に
携
わ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
鹿
島
シ
ェ
フ
の
ご
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
自
由
に

ア
イ
デ
ア
を
出
し
、
商
品
化
を
目

指
し
て
い
き
ま
す
。

生活デザイン科　家庭クラブ

鹿島匡人シェフとのスイーツコラボ企画 !!
第 73 回プロスペール・モンタニエ　フランス料理国際コンクール準優勝

垂水高校100周年 記念事業

左：プレーン生地・チョコ・びわジャム
右：ココア生地・ホワイトチョコ・びわジャム

生地にいんげん
ペースト入れました

チョコやびわジャムは
さんだり・のせたり

イチョウの型に
してみよう
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キャッチコピーとパッケージデザインにも挑戦します！

　　　　　私たち渉外班は，垂水高校の 100 周年を祝し，鹿島シェフと垂水高校

　　　　生が協力して制作するお菓子のパッケージとキャッチコピーを手掛けて

います。何度も重ねた話し合いや試作から得たインスピレーションを活かし，一

度しかない 100 周年に相応しいものになるよう熟慮中です。

　私たちの思いが詰まったお 100 周年記念お菓子をぜひ，買ってください。
普通科 2 年

垂水中央中出身

川田　萌衣
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創立100周年記念
お菓子作り

動画作成（全国大会出品予定）

パッケージデザイン21HR× {
　21HR の生徒たちが，総合的な探究の時間の一環として，動画作成とお菓子のパッケージづくりに挑戦します。

動画やパッケージは，本校創立 100 周年を記念して，生活デザイン科の生徒７人が鹿島シェフとコラボしてつくるお

菓子に関するものです。どんな動画やパッケージができあがるのか，今後の 21HR の動向に注目です。ご期待ください！

鹿島シェフと生活デザイン科の打ち合わせを潜入撮影！ 

　　　　　現在，動画の制作はまだ途中段階ですが，　
　　　　少しずつ形になっていく過程にワクワクして
います。自分たちのアイデアが映
像として表現されていくのは新鮮
で，やりがいを感じます。大変な
ことも多いですが，最後まで妥協
せずに納得のいく作品を完成させ
たいです。チーム全員で協力し，
見てくれる人の心に残る動画を目
指します！

普通科 2 年
高山中出身

益山　颯太
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◎垂水市における垂水高校振興支援　　　　　　

垂水市では，「魅力ある垂水高校づくり」支援策として，平成 23 年度に「垂水高等学校振興支援計画書」を策定し，基本方針と

して５つの柱（学校のイメージアップ，進学・就職の充実，未来を担う人材づくり，垂水市の地域振興，学校と関連団体の連携）

のもと，垂水高校を支援しており，このセブンサポートもその取組の一つです。（本誌発行も支援事業として行われています。）

　垂水高校では，垂水市の支援を受け，垂水高校に在学する生徒に対し７つのサポートを行っています！

垂 高 に は
今，これも
あ り ま す

Seven  Support
【 セ ブ ン サ ポ ー ト 】

通学費補助
通学定期実額の３分の２の

額を補助します。（８月１日～

31 日の通学定期額は，補助対

象外となります。）

検定試験等補助
検定試験等を受験

する生徒の 検定
費 用 実 額 を 補
助します。（同一

検定同一級につき

１回限り）

東進通信講座受講料補助
東進衛星予備校の講座を受講

する生徒の受講料を補助しま

す。

制服等購入補助金
指定された制服等の購入費用

を支給します。（但し，限度額

は６万円とし，在学中１回限

り，原則入学時）

広報支援補助
学 校 の イ メ ー ジ

アップや地域振興

を図る広報活動に

対 し， フ リ マ ガ 発

行等の作成費等を

補助します。

部活動等活性化
補助
部活動の活性化と

学 校 の イ メ ー ジ

アップを図る部活

動等に対し，指導

者謝金や活動費等

を補助します。

家賃補助
市内に一人で賃貸

住宅等に居住する

生徒に対し，家賃

相当分を補助しま

す。（ 上 限 額 は 月

２万です。）

Seven  Support

ご

サポート

02

サポート

01

サポート

04
サポート

05

サポート

07

サポート

03
サポート

06

01 07

03

04

0602

05
T

a
ru

T
a

m
a
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